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議案質疑

採決の結果 令和２年第３回定例会では、市長提出議案32議案を審議し、採決の結果、
すべて承認・同意・可決・認定しました。

◆賛否が分かれた議案　　　　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、退…退場、議長は採決には参加しません

市議会トップページ⇒動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会 検索狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
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75 令和元年度一般会計歳入歳出決算
認定 ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○
討 × 退 退 × × ×

討
○
討 ○ ○ ○ ○ 退 ×

討 ○

80 令和元年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 令和元年度下水道事業会計未処分
利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

82 令和元年度下水道事業会計決算認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

83 武道館整備工事（建築）請負契約の
締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

◆全員が賛成した議案
承認(専決処分）令和２年度一般会計補正予算（第６号）人事教育委員会委員の任命(吉川明彦氏）、公平委員
会委員の選任(正木光世氏） 条例の一部改正家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例、 放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条例、学童保育室条例、後期高齢者医療に関する条例、介護保険条例、市
営住宅条例、狭山都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び狭山市公共下水道事業受益者分担金に
関する条例 補正予算一般会計（第７号）、一般会計（第８号）、国民健康保険（第２号）、介護保険（第２号）、後期
高齢者医療（第１号） その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療 未処分利益剰余金の
処分水道事業 その他狭山市土地開発公社の解散、市道路線（廃止３件・認定３件）

狭山市ビジネスサポート 
センター（ＨＰより）

（ 5 ） （ 4 ）

要望指摘事項・討論 議案質疑

採決の結果 令和２年第３回定例会では、市長提出議案32議案を審議し、採決の結果、
すべて承認・同意・可決・認定しました。

◆賛否が分かれた議案　　　　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、退…退場、議長は採決には参加しません

市議会トップページ⇒動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会 検索狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/

賛成討論（要旨）

▼茶の花号の運行ルート見直し後の利用動向
の把握や市民ニーズに合った運用を調査、検討
した　 ▼農業経営基盤安定に向けた支援では、
野菜の品質と生産性の向上や新たなブランド
野菜の創出に取り組んだ　 ▼入間川とことん
活用プロジェクト事業では、河川敷中央公園に
駐車場や民間飲食施設の整備を進め、地域活性
化を推進した　 ▼小・中学校内のＬＡＮの設計
委託やＩＣＴ環境の整備を推進した

反対討論（要旨）

▼基地交付金は固定資産税に見合うよう要請
し交付を　 ▼茶の花号運行は国の交付税を活
用し、市民の声を元に見直しを　 ▼マイナン
バーカード発行は市民にも市にもマイナス。
国にやめるよう要請を　 ▼入曽駅周辺整備事
業は、橋上駅舎と東西自由通路をやめ、道路の
安全確保に絞り、見直しを　 ▼コロナ禍の下、
学校の統廃合計画を見直し、少人数学級の実
施を　 ▼敬老会の実施は充実に向けた見直しを

 一般会計決算
常任委員会からの　要望指摘事項　

■総務経済委員会
１　本庁舎等の老朽化への対応については、
　計画的にメンテナンス・補修されたい。
２　市内の堰等の治水工事については、近年
　多発している大規模水害に備え、強靭化に
　向けて国、県と協議をし、連携をしながら進
　められたい。
３　プレミアム付商品券事業については、そ
　の効果を確認し、今後同様な事業を実施す
　る場合には、検討の材料とされたい。

■文教厚生委員会
１　新型コロナウイルス感染症予防の重要性に
　鑑み、保健所と人材交流や情報の共有を図り、
　予防や感染拡大防止のさらなる啓発に取り組
　まれたい。
２　民生委員・児童委員については、謝礼金の増
　額等、活動環境の改善に取り組むとともに、欠
　員を補充する仕組みを早急に構築されたい。
３　急患センターについては、関係機関と協議

　を重ね、時代のニーズに適合する運営を検討
　されたい。
４　不登校の児童生徒については、学校内外で
　多様な教育機会が確保されるとともに、出席
　扱いとなる仕組みをつくり、早期に展開され
　たい。

■建設環境委員会
１　ごみ減量推進の取組みについて、重要な課
　題として問題意識を持ち、全庁的、積極的に取
　り組まれたい。
２　水路の改善については、総合的な計画を策
　定し、毎年の溢水箇所の解消を図られたい。
３　居住支援について、
　市営住宅の計画的改
　修により現代的居住
　環境を整えるととも
　に、賃貸住宅等入居相
　談会の開催などの取
　組みについて、継続・拡充されたい。

市長に要望書を提出
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75 令和元年度一般会計歳入歳出決算
認定 ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○
討 × 退 退 × × ×

討
○
討 ○ ○ ○ ○ 退 ×

討 ○

80 令和元年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 令和元年度下水道事業会計未処分
利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

82 令和元年度下水道事業会計決算認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

83 武道館整備工事（建築）請負契約の
締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

◆全員が賛成した議案
承認(専決処分）令和２年度一般会計補正予算（第６号）人事教育委員会委員の任命(吉川明彦氏）、公平委員
会委員の選任(正木光世氏） 条例の一部改正家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例、 放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条例、学童保育室条例、後期高齢者医療に関する条例、介護保険条例、市
営住宅条例、狭山都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び狭山市公共下水道事業受益者分担金に
関する条例 補正予算一般会計（第７号）、一般会計（第８号）、国民健康保険（第２号）、介護保険（第２号）、後期
高齢者医療（第１号） その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療 未処分利益剰余金の
処分水道事業 その他狭山市土地開発公社の解散、市道路線（廃止３件・認定３件）

狭山市ビジネスサポート 
センター（ＨＰより）

賛成討論（要旨）
　元年度は、決算上、赤字ではなく、財政が健全
に維持され、重点事業を中心に計画的に実施で
きたものと評価する　 ▼自主財源は落ち込ん
だが依存財源の伸びが顕著であった　 ▼地方
債の残高が減少し、将来負担率も低下している

▼財政調整基金の取り崩しが少なく実質収支
が伸びた
　来年度の予算については、限りある経営資源
の効果的な活用と積極的な財源確保等で持続
可能で機能的な行財政運営に取り組まれたい。

反対討論（要旨）
　狭山市は、狭山市駅西口駐車場、第１・第２
自転車駐車場を日本駐車場工学研究会に管理
運営業務を委託してきたが、この管理者が自
己破産し、３千万円以上の回収見込みがなく
なった。　
　小谷野市長はこれに関して市議会に管理監
督不行き届きの謝罪や、納付金の回収見込み
など一切の説明がない。これは議会軽視その
ものであり、決算の認定に反対する。

討論  ◆令和元年度 一般会計歳入歳出決算認定
議案に賛 成･反 対します


